
 
 

～美ら島の未来を拓く～沖縄総合事務局 

  定例記者会見（ １ ２ 月 ） 
 

 
平成２９年１２月６日（水）１６：３０～  

   沖縄総合事務局６階「特別会議室」 
 

【発表事項】 
 

1. 平成 29 年度国有財産一般競争入札について 

 

2. 「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第４回選定）の選定報告について 

 

3. 平成２９年度沖縄総合事務局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定証授

与式の開催について 

 

4. 平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用式の開催について 

 

5. 沖縄総合事務局広報誌「群星」特別号の発行について 

 

※ 参考「2017 沖縄総合事務局十大ニュース」 
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 平成２９年１２月６日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

 国有財産の売払い（一般競争入札）について 

 

 沖縄総合事務局では、県内に所在する未利用の国有財産（４件）について、平成３０年１月９日（火）

から１月１９日（金）を受付期間として、平成２９年度の一般競争入札（期間入札）による売払（開

札日：平成３０年２月６日（火））を予定しております。 

 

○ 入札には、受付期間内に入札書を沖縄総合事務局財務部に郵送（必着）又は持参することにより

参加することができます。 

 

〇 入札には、個人・法人どなたでも参加できます。 

 

○ 全ての物件において最低売却価格を公表する予定です。価格情報をあらかじめ公表することによ

り、入札金額の目安となるので、不動産取引に不慣れな方でも入札に参加しやすくなっています。 

 

１．国有財産の一般競争入札（期間入札） 

  売払物件数は、名護市２件、豊見城市２件の計４件を予定しております。 
 

  ・公 示 日 平成２９年１２月１４日（木）  

  ・公示方法 沖縄総合事務局ホームページ、沖縄総合事務局１階行政情報プラザ掲示板 

  ・受付期間 平成３０年１月９日（火） ～ １月１９日（金） 

                 （ただし、土・日曜日を除く） 

 ・開札日時 平成３０年２月６日（火）午前１０時～ 

 

２．最低売却価格の公表 

  全ての物件において、一般競争入札の公告等で最低売却価格を公表する予定です。 

  最低売却価格とは国が売却する下限の価格であり、この金額以上の価格で、最も高い価格をつけてい

ただいた方にご購入いただくことになります。 
 
※ 国有財産物件情報メールマガジンのご案内 

入札物件等の情報をメールマガジンで配信しています。配信を希望される方は、以下の国有財産情報公開シス

テム（財務省へのリンク）をクリックし、「国有財産物件情報メールマガジンの登録はこちら」へお進みくださ

い。 

http://www.kokuyuzaisan-info.mof.go.jp/kokuyu/ 

 

＜問い合わせ先＞ 

内閣府沖縄総合事務局財務部 

統括国有財産管理官（担当：大嶺統括官） 

電話：０９８－８６６－００９７（ダイヤルイン） 

ファックス：０９８－８６０－１１６８ 

ホームページ：http://www.ogb.go.jp/zaimu/007612.html 



① 個人・法人どなたでも参加できます。

② 一般競争入札は郵送（必着）又は持参による受付となります。

③ 一般競争入札に参加するには入札金額（最低売却価格ではない）の５％以上の入札保証金

が必要です。

④ 登記簿地目が畑となっている物件については、落札後に農業委員会等への許可もしくは

届出の手続きが必要となります。

＊最低売却価格以上で、かつ最高金額の入札をした方にお売りします。

○公示日(予定)　　　平成２９年１２月１４日（木）

○開札日(予定)　　　平成３０年 ２ 月 ６ 日（火）午前１０時から

※公示日以降、入札案内書を無料で配付します。
   入札は、必ず現地を十分に確認してから参加するようお願いします。

案内書の配付及びお問い合わせ先

 平成29年度 国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ

○受付期間(予定)　 平成３０年 １ 月 ９ 日（火）午前９時～１月１９日（金）午後５時まで

 沖縄総合事務局財務部統括国有財産管理官
 TEL：０９８－８６６－００９７
　（担当：瑞慶覧・池原・東盛）
 〒900-8530
 那覇市おもろまち2-1-1　那覇第2地方合同庁舎10階

 宮古財務出張所
 TEL：０９８０－７２－４７７４

 〒906-0013
 宮古島市平良字下里1016平良地方合同庁舎3階

 八重山財務出張所
 TEL：０９８０－８２－４９４１

 〒907-0004
 石垣市字登野城55-4石垣地方合同庁舎3階

ホームページアドレス　http://www.ogb.go.jp/zaimu/007612.html ☜
入札情報を随時発信するメールマガジンへの登録は
                 http://www.kokuyuzaisan-info.mof.go.jp/kokuyu/ ☜

沖縄総合事務局 国有地 検索

国有地 メルマガ 検索

現況地目 用途地域
(登記簿地目) （建ぺい率/容積率）

宅地
（宅地） 2,060.03㎡ 約624坪

住宅建 建）170 .00㎡ 約52坪

（ＲＣ３階建） 延）447 .45㎡ 約136坪

住宅建 建）290 .28㎡ 約88坪

（ＲＣ３階建） 延）646 .38㎡ 約196坪

雑屋建 建）16.00㎡ 約5坪

（ＲＣ１階建） 延）16.00㎡ 約5坪

宅地

（宅地）

住宅建 建）133 .28㎡ 約40坪

（ＲＣ２階建） 延）293 .45㎡ 約89坪

住宅建 建）133 .28㎡ 約40坪

（ＲＣ２階建） 延）293 .45㎡ 約89坪

第一種低層住居専用地域
（５０％/１００％）公表予定

1,485.07㎡ 約450坪

約848坪

公表予定

公表予定
第一種中高層住居専用地域

（６０％/１５０％）

登記簿

2,797.50㎡

仮換地

＜1,973.56㎡＞
＜約598坪＞

1,280.42㎡ 約388坪

第一種低層住居専用地域
（４０％/８０％）

第一種中高層住居専用地域
（６０％/２００％）

坪数 最低売却価格所　在　地  面積（㎡）

2902 名護市宮里七丁目１４２５番２　外３筆

物件
番号

名護市大北一丁目３９５５番５2901 公表予定

2904 豊見城市字平良大城原２４０番１９８

豊見城市字宜保後原８４番１　外８筆
＜仮換地：那覇広域都市計画事業宜保
地区土地区画整理事業２１街区１＞

2903
宅地

（山林・畑・
原野）

宅地
（宅地）



用途地域：第一種低層住居専用地域（40%/80%）

用途地域：第一種中高層住居専用地域（60%/200%）

物件番号２９０１ 名護市大北一丁目３９５５番５ 2,060.03㎡

最低売却価格： 公表予定 現況地目（宅地）・登記簿地目（宅地）

案内図 明細図 写真

物件番号２９０２ 名護市宮里七丁目１４２５番２ 外３筆 1,485.07㎡

最低売却価格： 公表予定 現況地目（宅地）・登記簿地目（宅地）

案内図 明細図 写真

物件番号２９０３
豊見城市字宜保後原８４番１ 外８筆
〈仮換地：那覇広域都市計画事業宜保地区土地
区画整理事業21街区1〉

登記簿：2,797.50㎡
〈仮換地：1,973.56㎡〉

最低売却価格： 公表予定 現況地目（宅地）・登記簿地目（山林・畑・原野）

用途地域：第一種中高層住居専用地域（60%/150%）
案内図 明細図 写真



用途地域：第一種低層住居専用地域（50%/100%）

物件番号２９０４ 豊見城市字平良大城原240番198 1,280.42㎡

最低売却価格： 公表予定 現況地目（宅地）・登記簿地目（宅地）

案内図 明細図 写真



                             平成２９年１２月６日 

 ～美ら島の未来を拓く～                            

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

（第４回選定）の選定報告について 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業の趣旨 

 「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として、「強い農林水産業」、「美しく活力あ

る農山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の

活性化、所得向上に取り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信することとしています。  

 

２．選定団体 

糸満市観光まちづくり協議会（所在地：糸満市 代表者：上原
うえはら

 昭
あきら

 氏（糸満市長）） 

 

３．選定団体の概要 

別紙「糸満市観光まちづくり協議会の概要」を御参照願います。 

 

４．「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の選定報告 

日時：平成２９年１２月２２日（金） ９：３０～１０：００ 

場所：沖縄総合事務局特別会議室 

    （那覇市おもろまち２－１－１ 那覇第２地方合同庁舎２号館６階） 

出席予定者：糸満市観光まちづくり協議会（上原昭代表ほか） 

 

５．取材について 

選定報告は、報道関係者の方々による取材が可能です。記者席を設けますので、事前に

御連絡いただきますようお願いします。 

 

お問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局農林水産部 

   農村振興課農村活性化推進室 

担当者：神里、佐久川、甲斐 

TEL：098-866-1652、FAX：098-860-1194 

 

 内閣官房及び農林水産省は、全国８４４地区の応募の中から、３１地区の農山漁村地

域の活性化に取り組んでいる優良事例を「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として

選定しています。 

今回、沖縄総合事務局管内からは「糸満市観光まちづくり協議会」が選定され、去る

１１月２２日（水）に首相官邸において、選定証授与式・交流会が行われました。 

 これを受け、当該団体による「ディスカバー農山漁村の宝」の選定報告を１２月２２

日（金）に行いますのでお知らせします。 





現状

・農泊家庭数は70世帯あり、年間3,400人程度の修学旅行生を受
け入れているが、修学旅行の繁忙期以外は農泊の受入れがな
く農家の収入が安定していない状況である。
課題
・年間を通して農泊受入れが充実し農家の所得向上と生きがいづ
くりを目標にインバウンド・大人の農泊受入れを模索している。
・地元密着型のローカルな旅を観光客は求めているが「食」、「宿
泊施設」、「体験メニュー」の連携や取組が不足している。

地区の現状と課題

糸満市観光まちづくり協議会
（沖縄県糸満市）

平成29年度～
平成30年度

・農泊推進対策

（全体のポイント）
「食」の専門家と漁業関係者が中心となって糸満らしい地域
資源の活用に向けて、①農泊の推進、②農業と漁業と観光
との連携の促進、③農・漁の体験メニューの構築を図る。

①農泊推進対策
（H29年～H30年）
○平成29年度
・農泊の推進（国内・海外の観光客の受入環境の整備）、
新規民泊家庭の開拓
・農業と漁業と観光の連携、モニターツアーの実施
・食と糸満ブランド化の推進、農・漁の体験メニューの構築、
プロモーション活動準備

○平成30年度
・農泊の推進（国内・海外の観光客の受入環境の整備）、
インバウンド対策勉強会
・農業と漁業と観光の連携促進、モニターツアーの実施
○平成31年度
・予約サイトの運営充実、宿泊事業者との販売連携、
・体験メニューの充実と旅行商品としての販売、
着地型旅行商品パッケージと販売の充実

取組内容

交付金の活用

地区概要

・糸満市の「食」の魅力を活かした、糸満市でしか体験でき
ない質の高いおもてなしの糸満ブランドを構築するため、
地元の野菜ソムリエと連携し、「農」と「食」の体験メ
ニューを確立する。

・行政、市民、民間事業者、関係団体が連携し、他の地域と
は異なる特色を出した島野菜の収穫体験や水産資源を活用
した「糸満ブランド農泊」を推進し、地域の活性化を図る。

・「大人の農泊・インバウンド向け農泊」を充実させ、平成
31年度の自立に向けて組織体制の強化を図る。

地区の将来像

糸満市観光
まちづくり
協議会

糸満市観光まちづくり協議会

糸満市観光協会民泊部会
（民泊活動）

糸満市商工観光課
（行政サポート）

ＪＡおきなわ
（ファーマーズマーケット）
（農産物販売）

糸満フィッシュリーナ（糸満漁港）
（漁業体験）

事務局

地域雇用創出推進協議会
（県産品を活用した商品開発）

事業の実施体制（役割）



                              平成２９年１２月６日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

平成２９年度 沖縄総合事務局 

｢ディスカバー農山漁村（むら）の宝｣ 

選定証授与式の開催について 
 

 

 

 

 

 

１． 事業の趣旨 

全国版｢ディスカバー農山漁村（むら）の宝｣は、平成２６年度から国が選定している｢強い農林

水産業｣、｢美しく活力ある農山漁村｣の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すこ

とにより地域活性化、所得向上等に取り組んでいる優良な事例です。 

 今年度は、１０月２４日に全国で３１地区の優良事例が選定され、そのうち沖縄総合事務局管

内からは｢糸満市観光まちづくり協議会｣が選定されています。 

※農林水産省 HP（http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html#h29kekka） 

一方、全国で選定された地区以外であっても、沖縄総合事務局管内には多くの優良な事例がみ

られるため、当局では平成２９年度から新たな取組として、上記のような優良な事例を「沖縄総合

事務局『ディスカバー農山漁村（むら）の宝』」として選定し、広く発信することにより他地区へ

の横展開を図ることとしました。 

 

２．選定結果 

  農業生産法人 株式会社 あいあいファーム（今帰仁村） 

※取組概要については、添付参照。（PDF ファイル） 

 

３．選定証授与式 

（１） 日 時：平成２９年１２月１８日（月）１５：００～１５：３０ 

（２） 場 所：沖縄総合事務局農林水産部長室 

（那覇市おもろまち２－１－１ 那覇第２合同庁舎２号館８階） 

 

４．取材について 

授与式は、報道関係者の方々による取材が可能です。スペースを設けますので、事前に御連絡い

ただきますようお願いします。 

 お問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局農林水産部 

農村振興課農村活性化推進室 

担当者：神里、佐久川、甲斐 

TEL：098-866-1652、FAX：098-860-1194 

 沖縄総合事務局農林水産部では、当局管内で農山漁村地域の活性化に取り組んでいる優良事例と

して沖縄総合事務局｢ディスカバー農山漁村（むら）の宝｣として選定することとしました。 

初年度である２９年度は、｢農業生産法人株式会社あいあいファーム(今帰仁村)｣を選定しました。 

なお、選定証授与式を１２月１８日(月)に開催いたしますのでお知らせします。 

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html#h29kekka


農業生産法人 株式会社
あいあいファーム

廃校を活用した６次産業化と農泊の推進！

概 要 成 果

○農泊
・農家レストラン及び宿泊施設を整備
・今帰仁村観光協会等と連携して、修
学旅行生や外国人観光客を受入

○雇用
・施設整備等に応じて増員

○６次産業化
・農産物加工処理施設及び直売施
設を整備
・加工した商品は、直売所や沖縄県
内のスーパー、外食事業者へ販売

・施設の売上が、当初の58百万円
から186百万円に増加
(H25→H28)

・６次産業化に係る商品の売上げ
が、30百万円から38百万円に増加
(H25→H28)

・雇用人数が、30人から39人に増加
（H25→H28）

動物との触れ合い体験

観光客で賑わう農家レストラン

廃校を活用した農家レストラン及び宿泊施設

６次産業化商品を直売所で販売



６次産業化認定事例 農業生産法人(株)あいあいファーム（今帰仁村）

【取組の概要】

◆自社産大豆、県内契約栽培の小麦、米粉を活用した加工品を開
発、 直売施設での販売や関連企業（株）アメニティへ供給。
将来的には通信販売による販路拡大も視野に入れ展開。

◆廃校を利用し、農産加工施設、直売施設、地域食材提供施設
（レストラン）、宿泊施設等を整備。

【取り組むに至った経緯】

◆かつて、沖縄でも盛んに栽培されていた
大豆、 小麦等を自ら生産し、地場産原料
を使ったパン、豆腐など、付加価値を高め
て自社の飲食店に供給したい。栽培技術
の途絶、台風等の課題はあるが、技術の
確立に取り組み、地域の農業振興も図る。

【活用した支援施策】

◆H24年2月 ６次産業化推進整備事業

（農産物加工施設整備）
◆H26年3月 ６次産業化推進事業

（地域食材提供施設整備）

今帰仁村が公募した湧川小中学校旧
校舎活用事業に採択。旧校舎を改修
し農産加工施設、体験学習宿泊施設
等を整備。

自社農場で大豆を栽培するほか、伊
江島の小麦農家と栽培契約 。
手づくり工房では天然酵母を使用し
た自家製パン、自家製ゆし豆腐
や島豆腐、生搾り豆乳を製造

【事業者概要】

だいこんの花、赤とんぼ、海のちんぼらぁ
等の飲食店を展開する(株)アメニティから
農業生産部門として独立。農業生産～手
作り工房～直売所＆カフェで農業の6次
産業化に取り組む。

伊志嶺代表取締役

島豆腐、伊江島産小麦を使ったパンあいあいファーム
有機ＪＡＳ今帰仁村玉城圃場ハウス

2012 夏休み子ども宿泊体験

【有機農業と手づくり体験、宿泊体験】

施設全体図(案内MAP)

ソーセージ手づくり体験

溶岩石窯

旧湧川小中学校校舎・体験圃場

https://picasaweb.google.com/lh/photo/fxSpMLmyDgwP_r27QpNRsNMTjNZETYmyPJy0liipFm0?feat=embedwebsite
https://picasaweb.google.com/lh/photo/fxSpMLmyDgwP_r27QpNRsNMTjNZETYmyPJy0liipFm0?feat=embedwebsite
http://happy-aiaifarm.com/files/2011/12/63db0fdd97c697be5f567d237ed15ff71.png
http://happy-aiaifarm.com/files/2011/12/63db0fdd97c697be5f567d237ed15ff71.png


  
 平成２９年１２月６日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用式の開催 

 

 

「平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル整備事業」について、平成２９年１２月１

６日（土）１０:００～平良港にて暫定供用式（沖縄総合事務局、宮古島市共同開催）

を行います。 

 

    平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用式 

主 催：内閣府 沖縄総合事務局、宮古島市（共同開催） 

開催日：平成２９年１２月１６日（土）１０：００～（受付９：３０～）  

場 所：平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル先端 

取 材：可（但し、「事前登録様式（暫定供用式）」で事前申込みが必要） 

 

 

問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局 

開発建設部平良港湾事務所総務課  

担当者：佐藤、福富 

TEL：０９８０-７２-４６７３ 

FAX：０９８０-７３-８８０６ 

 

  



  
 

 

平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用式 

式次第（予定） 

 

９：３０頃 受付開始 

 

１０：００ 開  式 

式  辞 

挨  拶 

来賓祝辞・来賓紹介 

事業紹介 

     テープカット・くす玉開披（写真撮影） 

演舞披露 

１１：００頃 閉  式 

 

※当日の状況等により変更する場合があります。 

取材を希望される方は、別紙「事前登録様式」でお申込み下さい。 

お車でお越しの際は、会場特設駐車場を御利用ください。 

 

  



  
 

 

 



平成２９年１２月６日 

～美ら島の未来を拓く～      

沖 縄 総 合 事 務 局 

 

沖縄総合事務局広報誌「群星」特別号の発行 

～半世紀を迎える沖縄振興について～ 

 

 沖縄が昭和４７年に日本に復帰し、沖縄振興が開始されて今年で４５年となります。

平成２４年に施行された現在の沖縄振興特別措置法も前半期間を終え、あと５年で沖縄

は復帰後半世紀を迎えます。 

 沖縄の置かれた様々な特殊事情に鑑み、沖縄振興としてインフラの整備、産業の振興

等様々な事業が行われてきましたが、この沖縄振興の実績や課題について解りやすくま

とめた冊子を、できるだけ多くの方に見ていただけるよう、「群星」の特別号として作成

し、県民の方々に配布することにいたしました。 

 本資料が、県民の皆様の沖縄振興に関する理解の一助となり、今後の在り方について

議論をしていただく際の参考となれば幸いです。 

 

○広報誌「群星」特別号 

（１）発 行  平成２９年１２月発行 

（２）配 布  タブロイド判１２頁（平成３０年１月より市町村等を通じ順次配布） 

（３）配布先  沖縄県全世帯（約５６万世帯等） 

（４）内容等 

     ・沖縄振興の概要、背景 

     ・沖縄振興の成果 

・社会資本整備 

      ・産業構造等 

      ・産業振興等 

     ・沖縄振興の課題等  など 

  ※各戸配布に加え、平成29年 12月 6日午後6時より沖縄総合事務局ホームページ 

（http://www.ogb.go.jp/）において電子版を掲載します。 

 

 
【本件問い合わせ先】 

内閣府沖縄総合事務局 

総務部総務課広報室 大城、宮城、仲間 

電 話：０９８－８６６－００４４ 

 ＦＡＸ：０９８－８６０－１０００ 

http://www.ogb.go.jp/


　　　　　(12月　定例記者会見資料）

主　催　等 主　管　部　課 期　日 場　　所 主な出席者 取材可否

・平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用式
沖縄総合事務局、宮古島市（共
同開催）

開発建設部平良港湾事務所総務課
2017/12/16（土）
10：00～11：00

平良港漲水地区複合一貫輸送ターミ
ナル先端

調整中 ○

・

・

・

・

・

・

・

・

・

沖縄総合事務局の今後の行事予定（１２月６日～１月１７日）

会　　　議　　　等



 
 

 

2017 

沖縄総合事務局十大ニュース 

 

 

平成 29 年 12 月 

内閣府 沖縄総合事務局
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★産地とアジアのかけ橋となる地域商社連携 

成長するアジア市場では、世界中の国々や日本の各地域から特産品の輸出を

目指して参入しており、競争の激化が進んでいます。事業規模が小さい管内の地

域商社は現状維持には危機感を覚える一方で、自社単独での海外展開には人的

にも資源的にも限界を感じ、これを打破するため、３月７日、県内の地域商社７

社（※）による連携協定「食品輸出等に関する戦略的連携協定（FTP：Food Trade 

Strategic Partnership Agreement）」の締結を行いました。 

管内において競合相手となる地域商社７社は、この連携協定締結を契機に沖

縄県内外の農水畜産物・加工食品などの輸出拡大を目指し、海外事業における連

携及び相互補完によりアジア市場における競争力強化に取り組みます。 

※県内地域商社７社 

・株式会社 新垣通商 ・合同会社 アンドワン ・株式会社 BRIDGES 

・株式会社 沖縄県物産公社 ・株式会社 沖縄物産企業連合 

・株式会社 萌す ・株式会社 JCC 

 

 

 

 

 

 

 
FTP 締結式（平成２９年３月７日） 
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★沖縄におけるバス自動運転実証実験 

今年３月の南城市に続き、６月には石垣市において公道での自動運転距離が

日本最長となる実証実験を行いました。また、その実験では全国初の試みとして

一般の方に乗車してもらいました。 

１２月には比較的交通量の多い北中城村～宜野湾市間においても実証実験を

行います。本実験では準天頂衛星や高精度三次元地図を利用した走行制御性能

の検証や加減速制御の活用による車内転倒事故の減少、乗り心地改善の検証等

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★さとうきび、17 年ぶりの大豊作 

沖縄の基幹作物であるさとうきびの平成 28/29 年期の生産量が、17 年ぶりに

90 万トンを超え、93.7 万トンの大豊作となりました。 

 これまでの、農家や関係機関が一体となった増産に向けた取組や、国、県など

による支援に加え、台風や病害虫による被害が限定的であったことも奏功しま

した。 

今後も、関係者が一体となって、生産量の維持・拡大や農家所得の向上に向け

て、取り組むこととしています。 

 

 

 

 

 

石垣市におけるバス自動運転実証実験 

 ゆがふ製糖の原料集積ヤード 北大東島のさとうきび畑 
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★財政教育プログラム in 伊原間中学校 

７月に石垣市立伊原間中学校において「財政教育プログラム」を開催しました。

当プログラムは小中高生へのニュートラルな主権者教育の一環として、財政を

通じて自分たちの国の将来について判断できる知識を育むために全国で実施し

ており、県内では今回が２校目となります。 

学校授業において、最初に当局職員が身近な公共サービスを紹介し、それを支

えるための会費として税金が集められていること、そして、財政を含めた社会の

課題が将来の自分に大きく関わっていくことなどを説明しました。 

その後のグループワークでは、生徒達自身で予算のシミュレーションを行い、

財政について活発な議論が行われました。学校の先生からは「今回のプログラム

は回答を導き出すものではなく、それぞれの考え方を出し合い、意見をまとめて

いくという参加型の授業で、生徒にはいい経験になった」とのご意見がありまし

た。 

 

 

 

 

 

★クルーズ船寄港数過去最多「宮古島市で初の乗合タクシー

実証事業を実施」 

宮古島におけるクルーズ船寄港回

数は、平成２８年度８９回 平成２９

年度は１３８回と過去最多の見込み

です。 

クルーズ船観光客に対する二次交通

の供給により宮古空港を利用する地

域住民や観光客・ビジネスマンなどの

移動手段確保が課題となっていまし

グループワークの様子 当局職員による説明 

宮古島市における乗合タクシー実証事業 

グループワークの様子 

当局職員による説明の様子 
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た。このような課題を踏まえ、当局では沖縄

県ハイヤー・タクシー協会及び同協会宮古支

部の協力の下、空港と中心市街地を結ぶ乗合

タクシー「宮古島くるりんバス」の実証運行

を実施しました。 

「宮古島くるりんバス」の試験導入で空港

利用者の移動手段の確保や利便性向上が期待

されます。 

 

 

 

 

★公共交通への転換「わった～バス大実験」大きな効果 

9 月 16 日（土）～22 日（金）に県民意

識をマイカーから公共交通へ変えるべく

「わった～バス大実験」と銘打ち、企業

など約 160 社、約 1900 人の協力の下、バ

ス転換、時差出勤などの実証実験を行い

ました。 

主要な国道において、朝 7 時台の交通

量や渋滞長が減少し、6 割が継続等の意

向を示すなど大きな効果が見られまし

た。 

宮古島くるりんバスのチラシ 

「わったーバス大実験」開始式 
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★平良港が飛躍的に発展！全国１番乗りの「平良港国際クル

ーズ拠点整備事業」起工式開催 

９月３０日、官民連携による国際クルーズ拠点として全国１番乗りとなる「平

良港国際クルーズ拠点整備事業」の起工式が開催されました。 

本事業は、クルーズ専用岸壁、岸壁前面の泊地、背後の臨港道路を国が、旅客

ターミナルビルをクルーズ船社であるｶｰﾆﾊﾞﾙ・ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ&PLC が、それぞれ建設

するものです。事業完了後には、最大 14 万トン級のクルーズ船が係留できるこ

とになり、今後ますます増大するクルーズ需要に対応するなど、観光客の一層の

増加が期待されます。 

  

★国営沖縄記念公園入園者数が４年連続で過去最高更新！ 

平成２８年度の入園者数は７６２万人となり、平成２５年度から４年連続で過

去最高を更新しました。 

平良港クルーズ岸壁完成予想パース 起工式での鍬入れ式 
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海洋博覧会地区は４８９万人（前年度比 6.1％増）、首里城地区も２７３万人

（前年度比 2.1％増）と両地区ともに増加しました。 

なお、首里城地区については、平成４年１１月３日の開園から今年で２５周

年を迎えました。 

 

★沖縄黒糖の生産者団体と香港バイヤーによる覚書締結 

沖縄総合事務局では、県産農林水産物・食品の輸出促進に向け、沖縄県をはじ

めとした関係機関・団体等と連携・協力の上、各種施策に取り組んでいるところ

です。 

このような中、11 月 24 日に沖縄の離島８島で生産される黒糖について、生産

者団体である「沖縄県黒砂糖協同組合」と香港を拠点に東南アジアで砂糖類を販

売する「太古糖業有限公司（Taikoo Suger）」間で、「沖縄黒糖のプロモーション

に関する覚書」の締結式が行われました。 

これにより今後、アジア地域において沖縄黒糖の認知度が向上すると共に、沖

縄黒糖をはじめとした県産農林水産物・食品の輸出の増加が大いに期待されま

す。 

  締結式出席者 覚書署名の様子 

海洋博覧会地区（中央ゲート）  首里城地区（古式行列） 
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★国営かんがい排水事業伊江地区の完工式の開催 

国営かんがい排水事業伊江地区は、伊江村の 668ｈａの畑作地帯に安定的なか

んがい用水を供給し、農業の生産性の向上、近代化及び経営の安定を目的として、

平成 16 年度に事業着手しました。 

その後、14 年の歳月と、約 270 億円の事業費を投入し、地下ダムをはじめ、

揚水機、用水路及び関連事業による末端用水路等を整備し、平成 29 年 12 月 1 日

に完工式を迎えました。 

 今後は、地下ダムと既設ため池に

よる安定した用水供給により、高収

益作物等の生産拡大、新規作物の導

入や単収の増加が図られるととも

に、従来のため池からほ場までの用

水の運搬等の労力の軽減や、営農経

費の節減が期待されます。 

 

 

伊江地下ダムの構造図 

伊江地区完工式の様子 
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